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こ
の
た
び
、
高
山
別
院
に
お
き
ま
し
て
は
、来
る
二
〇
一
九
年
五
月
に

「
高
山
教
区・高
山
別
院　

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
」

を
厳
修
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、ご
法
要
に
先
立
ち
、記
念
事

業
と
し
て
別
院
本
堂
屋
根
葺
き
替
え
並
び
に
耐
震
補
強
工
事
を

中
心
と
し
た
、「
本
堂
等
御
修
復
工
事
」
を
行
う
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
百
七
十
余
年
前
、
真
宗
の
教
え
は
、
宗
祖
親
鸞

聖
人
の
お
弟
子
で
あ
っ
た
嘉か

念ね
ん

坊ぼ
う

善ぜ
ん

俊し
ゅ
ん

上
人
に
よ
っ
て
飛
騨

に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
上
人
は
白
川
郷
鳩は

と

谷が
や

に
道
場
を
お
開
き

に
な
り
、
以
後
、
飛
騨
各
地
に
念
仏
の
道
場
が
次
々
と
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
道
場
の
中ち

ゅ
う
か
く核

と
な
っ
た
の
が
、
嘉
念
坊
善
俊
上
人
の

流
れ
を
く
む
今
日
の
高
山
別
院
照
蓮
寺
で
す
。
創
建
以
来
、
実
に
八

回
に
及
ぶ
火
災
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
た
び
に
飛
騨
真
宗
門

徒
の
再さ

い

建こ
ん

に
か
け
る
熱
意
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
、
そ
の
法ほ

う

灯と
う

は
絶
え
る

こ
と
な
く
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
宗
祖
御
遠
忌
法
要
並
び
に
御
修
復
事
業
で
は
、
宗
祖
親
鸞

聖
人
の
み
教
え
を
訪
ね
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
拠よ

っ
て
立
つ
べ
き
と

こ
ろ
を
確
か
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
御ご

坊ぼ
う

さ
ま
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
高
山
別
院
が
、
今
後
も
飛
騨
真
宗
門
徒
の

中
心
道
場
と
し
て
後
世
に
わ
た
っ
て
相そ

う

続ぞ
く

さ
れ
、
地
域
の
方
々
に
も
開

か
れ
た
別
院
が
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
こ
の
“
御お

ん

仏ぶ
つ

事じ

”
を
お
迎
え
い
た
し
た
く
、
ご
理

解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
山
教
区
・
高
山
別
院
　
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
推
進
委
員
会

飛
騨
御
坊
御
遠
忌
七
五
〇

高
山
教
区
・
高
山
別
院
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌

法
要
期
日　

二
〇
一
九（
平
成
三
十
一
）年
五
月
十
日（
金
）～
十
二
日（
日
）

記
念
事
業　

高
山
別
院
本
堂
等
御
修
復
工
事

　
　
　
　
　
　
本
堂
屋
根
葺ふ

き
替か

え
工
事
・
耐た
い

震し
ん
補ほ

強き
ょ
う工
事
を
実
施

ぞ
う

す

ぎ
ょ
う

御遠忌に伴う様々な取り組み
共に『正

しょう

信
しん

偈
げ

』のおつとめを
　真宗の仏事には、親鸞聖人が著された『正信偈』が唱

しょう

和
わ

されつづけてき
た歴史があります。この度の御遠忌法要では、みんなで『正信偈』を声高
らかに唱和し、全ての方々と感動を共にできる場を開いてまいります。

帰
き

敬
きょう

式
しき

（おかみそり）
　御遠忌法要では、ご門

もん

首
しゅ

剃
てい

刀
とう

による帰敬式が執行されます。御遠忌を機縁
に仏弟子として新たな歩みが始まることが願われます。

子どもごえんき
　飛騨一円の子どもたちが集い、「子どもごえんき」が勤ま
ります。これを機縁として、各地域の真宗寺院において子
ども会活動が活性化され、子どもたちもその家族も、世代
を超えてともにお念仏に遇う場がひらかれていくことを願い
として開催いたします。

地域と連携した企画

　寺宝館や庫
く

裡
り

などを活用した展示企画や、
近隣地域との協力体制による讃

さん

仰
ごう

行事、各
組
そ

による讃仰事業への取り組みを、今後検
討してまいります。

大谷派勤
ごん

行
ぎょう

集
しゅう

（赤本）の現代語訳　
　『正信偈』のおつとめの際に手にする「赤本」の現代
語訳本を発行いたします。親鸞聖人のお言葉を味わいな
がらお勤めしましょう。

荘川桜の本山移
い

植
しょく

　高山別院照蓮寺の歴史を物語る荘川桜。その苗
なえ

木
き

を、この度の御遠忌記念として、本山（東本願寺）境内
地に植

しょくじゅ

樹いたします。

記念事業 本堂等御修復工事
　高山別院が飛騨真宗門徒の中心道場として後世にわたって相続され、地
域の方々や観光客をはじめ様々な方々にも開かれた別院としていくこと、
また、安全安心な本堂を整備することを目的として、屋根葺き替え並びに
耐震補強を中心とした御修復工事を実施することとなりました。

別院本堂屋根・瓦
かわら

の破
は

損
そん

及び雨漏りの状況
　本堂屋根の瓦の下には防水シートの敷設がなく、瓦割れや瓦ズレが多数
確認されました。また、修復が非常に困難なため、屋根の葺き替えが検討
されることとなりました。

耐震補強工事の実施について
　屋根の調査とあわせて本堂の耐震性能を調査したところ、現在の本堂が
新耐震基準に大きく満たないことが判明しました。この結果を受け、別院
院議会で協議し、耐震補強工事を実施することが決定されました。

二期に分割した工事の実施
　現在、雨漏りが大変な状況でもあり、まず屋根修復を急務とすることか
ら、第一期工事として屋根修復工事及び庫

く

裡
り

改
かいしゅう

修工事を、第二期工事とし
て耐震補強工事及び付

ふ

帯
たい

工事を実施いたします。
《第一期工事》工事期間：2016年4月～10月末（予定）
　①本堂屋根の葺き替え（銅板葺き）
　②庫裡改修工事　屋内便所整備・炊事場改修
《第二期工事》工事期間：2018年2月～12月末（予定）
　①本堂耐震補強工事
　鉄骨ブレイス・RC補強 他

　②付帯工事
　中性化防止塗装塗・本堂照明（LED）・外陣サッシ・畳表替・放送設備
　一階便所改修・パブリックスペース　他

　③内陣荘厳修復工事

小さなほとけさま

荘川桜

ご坊夏まつり

屋根瓦のズレ・破損 本堂東側の雨漏り 屋根下地からの雨漏り
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項　目 予 算 額 備　　考

１．懇　志　金 422,800,000 門徒・住職寺族懇志 他

２．法要御香儀 6,000,000

３．冥
みょう

　加
が

　金 4,650,000 帰敬式・稚児・祝賀会

４．回付受金 56,500,000 高山教区・高山別院

５．雑　収　入 50,000

合　　計 490,000,000

収入の部

項　目 予 算 額 備　　考

１．法要教化費 31,700,000 法要費・教化費

２．記念事業費 445,300,000 別院屋根葺き替え・耐震補強内陣修復費・付帯工事 他

３．奨　励　費 1,500,000 記念品 他

４．広報記録費 3,120,000 ひだご坊特別号・ポスター 他

５．事務所費 2,500,000 通信費・会議費 他

６．予　備　費 5,880,000

合　　計 490,000,000

支出の部

　

高
山
に
お
け
る
御
遠
忌
に
向
け
て
の
動
き
は
二
〇
一
一

年
に
始
ま
り
、
別
院
本
堂
屋
根
の
修
復
に
つ
い
て
の
検
討

か
ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
屋
根
破
損
状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
、
部
分
修
復

で
は
対
処
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
時
代
の
要
請
も
あ
っ
て
耐
震
調
査
も

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
は
新
耐
震
基
準
を

大
き
く
下
回
る
も
の
で
し
た
。
早
速
、
耐
震
補
強
工
事
計

画
が
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
新
築
も
考
え
る
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、二
〇
一
三
年
二
月
か
ら
各
組そ

（
各

地
域
）
を
巡
回
し
耐
震
改
修
か
新
築
か
に
つ
い
て
ご
意
見

を
う
か
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
さ
ら

に
検
討
が
な
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
別
院
院
議
会
懇

談
会
に
お
い
て
、
屋
根
改
修
及
び
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
、
新
築
案
や
耐
震
補
強
工
事
を
行

う
必
要
は
な
い
な
ど
の
意
見
が
唱と

な

え
ら
れ
、
新
た
に
設
置

さ
れ
た
「
御
遠
忌
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
も
重
ね
て
の

検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
五
月
、
最
終
的
に
は
、

本
堂
屋
根
改
修
と
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
再

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
遠
忌
記
念
事
業
の
決
定
に
至
る
ま
で
、
約
四
年
の
時

間
を
費
や
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、
も
っ
と

情
報
を
出
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
を
踏
ま
え
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後

は
毎
月
の
『
ひ
だ
ご
坊
』
紙
に
お
い
て
、
御
遠
忌
・
御
修

復
の
動
き
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【焼失と再建】
　高山別院照蓮寺御坊さまは、天

てんしょう

正17（1589）年、飛騨へ侵
しん

攻
こう

した金
森長近によって、白

しら

川
かわ

郷
ごう

中
なか

野
の

から現在地へ寺基を移して以来、焼失と
再建を繰り返してきた。
　高山移転わずか十年後の慶

けいちょう

長元（1596）年、長近の家臣岩田弥
や

助
すけ

の放火によって焼失し、二代藩主可
あり

重
しげ

の寄
き

進
しん

によって再建された。しか
し、その本堂は享

きょう

保
ほ

14（1729）年の大火で類
るいしょう

焼。再建された本堂も天
てん

明
めい

４（1784）年の大火で類焼した。
　この時代、飛騨は数十年来飢

き

饉
きん

が続き、安
あん

永
えい

・天明の大原騒動の
直後である。飛騨の人々は大いに疲

ひ

弊
へい

していたが、ただちに復興に立ち
上がり再建に着手した。ところが、そのさなかの天明８（1788）年、災い
が重なった。京都の本山、東本願寺（真宗本

ほんびょう

廟）が類焼し灰
かい

燼
じん

に帰し
たのである。そのため、照蓮寺の造作を一旦中断し、本山東本願寺の再
建を優先し、京に人足を上らせなどしたが、高山御坊再建の熱意は冷え
ることなく、享

きょう

和
わ

元（1801）年に再建を成就した。
　しかし、その伽

が

藍
らん

も明治８（1875）年の高山大火で三度目の類焼に
遭う。この時の再建も天明期と同じく東本願寺の再建と重なるもので
あったが、御門徒や飛騨の人々の御懇念とお取り持ちによって、明治19

（1886）年、二十間四
面、高さ36メートルの桧

ひ

皮
わだ

葺
ぶき

の本堂は、鐘
しょうろう

楼・
庫
く

裡
り

とともに往
おう

時
じ

に復
した。
　その御坊さまも、昭和
22（1947）年4月22日、本
堂前、境内東の高山幼
稚園から出火し、本堂も
山門も鐘楼も焼失した。

　戦後の物資も乏
とぼ

しく生活も大変ななかであったが、昭和24（1949）
年、各寺住職・飛騨の門徒代表によって、木造で十六間四面の本堂の再
建が決議された。もう2度とこのような本堂は再建できないであろうとい
う規模であった。昭和26（1951）年11月3日起工され、3 年の歳月を経
た昭和29（1954）年11月3日、晴天の下、上

じょうとうしき

棟式の法要が、高山教区寺
院住職の参

さん

勤
きん

と飛騨の門徒歓
かん

喜
き

のなか盛大に行われた。
　その後も内部の造作が続けられていたが、翌昭和30（1955）年12月
28日、一青年の放火によって、戦後最大の木造寺院建築といわれたこ
の本堂は、棟の部分が焼け落ちた。人々の悲しみと落胆は大きいもので
あった。
　しかし、宗派は七年後に、宗祖親鸞聖人の七百回御遠忌を控えて時
間がなかった。悲しみに沈んでいる間もなく、防火と大木用材の調達の
難しさを考慮した、鉄筋コンクリート造の耐火建築本堂の再建が決議さ
れ、昭和38（1963）年に落成を迎えた。同42（1967）年、盛大に七百回
御遠忌を厳修する事ができたのである。
【仲間の御坊さま】
　念仏の根本道場である「御坊さま」を、430年間に 6度も焼失させたこと
は大変悲しいことである（放火 2 、類焼 3 、失火 1）。しかし、そのつ
ど、私たちの先祖は、浄土真宗への篤い信仰と、親鸞聖人、嘉念坊善俊
上人への報

ほう

謝
しゃ

の証しとして、飛騨の念仏根本道場「御坊さま」の再建を
成し遂げてきた。聞

もん

法
ぽう

の道場として集う「御
おん

同
どう

朋
ほう

」「御
おんどうぎょう

同行」の真宗門
徒に留まらず、他宗の信徒の方々も高山、飛騨の人々は「仲間の御坊さ
ま」「みんなのご坊さま」と、崇敬の念と親しみをこめて集ってきたので
ある。このような飛騨の人々の想いが、戦後二度目の再建を短期間で決
議し再建を成就させた。
　現在の本堂の再建がなって約50年が過ぎた。焼失と再建の歴史は、
飛騨の地にとって「御坊さま」がいかに大切なものであったかを物語っ
ている。

2016年1月1日～2022年6月30日
収入総額　￥490,000,000-
支出総額　￥490,000,000-

高山教区・高山別院
宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌

特別会計収入支出予算
今
後
も『
ひ
だ
ご
坊
』紙
で

御
遠
忌
・
御
修
復
の

動
き
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す

　

御
遠
忌
法
要
及
び
記
念
事
業
の
推
進
の
た
め
、
総
額
四
億
九
千
万
円
の
御
遠
忌
特
別
会
計
が
予

算
化
さ
れ
ま
し
た
。
懇
志
金
に
つ
い
て
は
、
飛
騨
一
円
の
ご
門
徒
さ
ま
、
有
縁
の
方
々
、
各
寺
院

住
職
・
寺
族
に
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
何
卒
、
ご
理
解
、
ご
懇
念
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
計
期
間　

二
〇
一
六
年
一
月
一
日
～
二
〇
二
二
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
募
財
期
間
は
二
〇
二
一
年
末
ま
で
の
六
年
間
）

ご
門
徒
さ
ま
を
は
じ
め
有
縁
の
方
々
の
御
懇
念
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

飛騨真宗の中心道場
―歴史を紡ぐ― ｢仲

なか

間
ま

の御
ご

坊
ぼう

さま」再
さい

建
こん

史

昭和22年焼失の二十間四面の本堂


